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Ⅰ 取得固定資産価額の算定に係る比率

１．取付費比率

2023年度に完了した工事等について下記の固定資産区分毎に把握した工事費における、平均的な物品費と取付費の割合。

区分 調査数
①物品費

（千円/工事）
②直接工事費
（千円/工事）

③取付費（②-①）
（千円/工事）

取付費比率（③/①）

交換機械設備 377 2,471 3,285 814 0.329

電力設備 130 10,292 19,248 8,956 0.870

伝送機械設備 875 17,631 22,028 4,397 0.249

無線機械設備※ 3 124,908 157,983 33,075 0.265

※2021年度以降工事実績が0件であったため、2020年度に完了した工事について把握した工事費における、平均的な物品費と取付費の割合 

２．諸掛費比率

　①土地及び通信用建物

2023年度決算の設備投資勘定の建物建設費における、直接工事費に対する間接工事費の割合。

土地及び通信用建物に適用する諸掛費比率  ＝  

  

　②土地及び通信用建物以外

2023年度決算の設備投資勘定の通信網設備費における、直接工事費に対する間接工事費の割合。

土地及び通信用建物以外に適用する諸掛費比率  ＝  

３．共通割掛費比率

2023年度決算の設備投資勘定の通信網設備費に対する試験研究設備費（ユーザ系試験研究及び純粋基礎研究相当を除く）と社内システム

開発費の合計の割合。

共通割掛費比率 ＝

諸掛費比率 ＝ 

建物建設費中の間接工事費

建物建設費中の直接工事費 ＝

1,610百万円

20,885百万円＝ 0.077

諸掛費比率 ＝ 

通信網設備費中の間接工事費

通信網設備費中の直接工事費
＝

1,330百万円

284,446百万円
＝ 0.005

共通割掛費比率 ＝ 
試験研究設備費＋社内システム開発費

通信網設備費
＝

1,247百万円＋22,502百万円

285,776百万円
＝ 0.083

諸掛費比率 ＝ 
建物建設費中の間接工事費

建物建設費中の直接工事費

＝ ＝

諸掛費比率 ＝ 

通信網設備費中の間接工事費

通信網設備費中の直接工事費 ＝ ＝

共通割掛費比率 ＝ 
試験研究設備費＋社内システム開発費

通信網設備費

＝ ＝

0.090

3,227百万円

35,838百万円
0.090

0.002
350百万円

168,419百万円

168,769百万円

316百万円＋15,535百万円

0.094

0.094

0.002
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Ⅱ 年額料金の算定に係る比率

１．設備管理運営費比率

端末回線伝送機能

①取得固定資産（回線管理運営機能除く） 7,557,564 設備区分別固定資産明細表より（建物・構築物・土地・建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費（回線管理運営機能除く） 224,444 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費（回線管理運営機能除く） 51,510 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費（回線管理運営機能除く） 8,672 設備区分別の費用明細表より

⑤指定設備管理運営費（減価償却費・回線管理運営機能除く） 172,934 ②－③

⑥指定設備管理運営費（減価償却費・固定資産除却費・回線管理運営機能除く） 164,262 ②－（③＋④）

⑦設備管理運営費比率（減価償却費・回線管理運営機能除く） 0.023 ⑤／①

⑧設備管理運営費比率（減価償却費・固定資産除却費・回線管理運営機能除く） 0.022 ⑥／①

端末系交換機能

①取得固定資産 897,303 設備区分別固定資産明細表より（建物・構築物・土地・建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 49,645 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 9,539 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 2,006 設備区分別の費用明細表より

⑤指定設備管理運営費（減価償却費除く） 40,106 ②－③

⑥指定設備管理運営費（減価償却費・固定資産除却費除く） 38,100 ②－（③＋④）

⑦設備管理運営費比率（減価償却費除く） 0.045 ⑤／①

⑧設備管理運営費比率（減価償却費・固定資産除却費除く） 0.042 ⑥／①

中継系交換機能

①取得固定資産 14,537 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 654 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 107 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 19 設備区分別の費用明細表より

⑤指定設備管理運営費（減価償却費除く） 547 ②－③

⑥指定設備管理運営費（減価償却費・固定資産除却費除く） 528 ②－（③＋④）

⑦設備管理運営費比率（減価償却費除く） 0.038 ⑤／①

⑧設備管理運営費比率（減価償却費・固定資産除却費除く） 0.036 ⑥／①

中継伝送機能

①取得固定資産 88,819 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 4,828 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 1,093 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 387 設備区分別の費用明細表より

⑤指定設備管理運営費（減価償却費除く） 3,735 ②－③

⑥指定設備管理運営費（減価償却費・固定資産除却費除く） 3,348 ②－（③＋④）

⑦設備管理運営費比率（減価償却費除く） 0.042 ⑤／①

⑧設備管理運営費比率（減価償却費・固定資産除却費除く） 0.038 ⑥／①

（単位：百万円）

区                     分 備        考
端末系伝送路
（加入者回線）

区                     分 備        考
端末系交換設備

（音声）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

端末系交換設備～
端末系又は中継系

交換設備伝送路（音声）

中継系交換設備
（音声）

区                     分 備        考

（単位：百万円）

区                     分 備        考

3



通信料対応設備合計

  （１）端末系交換設備（音声）

①取得固定資産 897,303 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 49,645 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 9,539 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 2,006 設備区分別の費用明細表より

  （２）端末系交換設備～端末系又は中継系交換設備伝送路（音声） （単位：百万円）

①取得固定資産 88,819 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 4,828 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 1,093 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 387 設備区分別の費用明細表より

  （３）中継系交換設備（音声）

①取得固定資産 14,537 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 654 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 107 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 19 設備区分別の費用明細表より

  （４）＝（１）＋（２）＋（３）

①取得固定資産 1,000,659

②指定設備管理運営費 55,127

（再掲）③減価償却費 10,739

（再掲）④固定資産除却費 2,412

⑤指定設備管理運営費（減価償却費除く） 44,388 ②－③

⑥指定設備管理運営費（減価償却費・固定資産除却費除く） 41,976 ②－（③＋④）

⑦設備管理運営費比率（減価償却費除く） 0.044 ⑤／①

⑧設備管理運営費比率（減価償却費・固定資産除却費除く） 0.042 ⑥／①

（１）④＋（２）④+（３）④

（単位：百万円）

（１）③＋（２）③+（３）③

区                     分 備        考

区                     分 備        考

区                     分

端末系交換設備
（音声）

中継系交換設備
（音声）

区                     分

備        考

（単位：百万円）

端末系交換設備～
端末系又は中継系

交換設備伝送路（音声）

（１）②＋（２）②+（３）②

備        考

（単位：百万円）

通信料対応設備
合計

（１）①＋（２）①+（３）①
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データ系設備合計

  （１）端末系交換設備（データ） （単位：百万円）

①取得固定資産 135,492 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 19,176 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 2,968 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 255 設備区分別の費用明細表より

  （２）端末系交換設備～端末系又は中継系交換設備伝送路（データ）

①取得固定資産 103,223 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 7,242 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 2,052 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 195 設備区分別の費用明細表より

  （３）中継系交換設備（データ）

①取得固定資産 322 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 13 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 2 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 1 設備区分別の費用明細表より

  （４）一般第一種指定設備

①取得固定資産 726,983 設備区分別固定資産明細表より（建物･構築物･土地･建設仮勘定除く）

②指定設備管理運営費 94,509 設備区分別の費用明細表より

（再掲）③減価償却費 25,106 設備区分別の費用明細表より

（再掲）④固定資産除却費 1,805 設備区分別の費用明細表より

  （５）＝（１）＋（２）＋（３）＋（４）

①取得固定資産 966,020 （１）①＋（２）①+（３）①＋（４）①

②指定設備管理運営費 120,940 （１）②＋（２）②+（３）②＋（４）②

（再掲）③減価償却費 30,128 （１）③＋（２）③+（３）③＋（４）③

（再掲）④固定資産除却費 2,256 （１）④＋（２）④+（３）④＋（４）④

⑤指定設備管理運営費（減価償却費除く） 90,812 ②－③

⑥指定設備管理運営費（減価償却費・固定資産除却費除く） 88,556 ②－（③＋④）

⑦設備管理運営費比率（減価償却費除く） 0.094 ⑤／①

⑧設備管理運営費比率（減価償却費・固定資産除却費除く） 0.092 ⑥／①

（単位：百万円）

区                     分 備        考

（単位：百万円）

端末系交換設備（データ）

端末系交換設備～端末系又は
中継系交換設備伝送路（デー

タ）
区                     分 備        考

中継系交換設備（データ）

備        考

区                     分 備        考

（単位：百万円）

データ系設備合計

（単位：百万円）

備        考

一般第一種指定設備区                     分

区                     分
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２．繰延資産比率、投資等比率、貯蔵品比率の算定（西日本）

　 建設仮勘定及び投資等の指定設備管理部門の電気通信事業固定資産に対する割合並びに貯蔵品の電気通信事業固定資産に対する

割合

（１）指定設備管理部門の電気通信事業固定資産等の実績 （単位：百万円）

指定設備管理部門の電気通信事業固定資産 2,285,656 （Ａ）

指定設備管理部門における建設仮勘定※１ 27,100 （Ｂ）

指定設備管理部門の投資等（収益の見込まれないもの）※２ 11,929 （Ｃ）

※１　繰延資産は発生していないので無しとする。

※２　投資等は、次の例示のような収益性の見込まれない出資金・保証金・負担金等である。

（例）出資金・・・｢通信・放送機構｣への出資金

保証金・負担金等・・・敷金、権利金、アーケード負担金等

（２）電気通信事業固定資産等の実績 （単位：百万円）

電気通信事業固定資産 2,606,112 （Ａ）

建設仮勘定 28,146 （Ｂ）

貯蔵品 36,022 （Ｃ）

（３）繰延資産比率

備考

（１）の（Ｂ）／（（Ａ）-（Ｂ））

（４）投資等比率

備考

（１）の（Ｃ）／（（Ａ）-（Ｂ））

（５）貯蔵品比率

備考

（２）の（Ｃ）／（（Ａ）-（Ｂ））

３．他人資本比率、自己資本比率、他人資本利子率、有利子負債以外の負債の比率、有利子負債以外の負債の利子相当率、

　　利益対応税率、貸倒率

網使用料算定根拠による。

区分 期末平均残高

区分 期末平均残高

区分 区分

区分 区分

貯蔵品比率 0.0140

繰延資産比率 0.0120

区分 区分

投資等比率 0.0053
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４．自己資本利益率

（１）過去３年間のリスクの低い金融商品の平均金利の平均値

区分 202１年度 2022年度 2023年度 平均値

国債１０年ものの利回り 0.0009 0.0030 0.0062 0.0033

（２）主要企業の過去５年間の平均自己資本利益率

区分 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 平均値

主要企業の自己資本利益率 0.0715 0.0504 0.0889 0.0900 0.0972 0.0796

　　（３）料金算定に採用する自己資本利益率

　上記（１），（２）を勘案し、低い方の（１）の過去３年間のリスクの低い金融商品の平均金利の平均値を採用する

区分 採用値

自己資本利益率 0.0033
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